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設置経緯の概要 
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内閣官房に「明治150年」関連施策推進室 設置 〔平成28年10月６日内閣総理大臣決定〕 

「明治150年」関連施策各府省庁連絡会議 明治期の立憲政治の確立等に貢献した先人の
遺業等を次世代に遺す取組に関する検討会 

明治150年をきっかけとして、明治以降の歩みを次世代に遺すことや、明治の精神に学び、
日本の強みを再認識することは、大変重要。 

「明治150年」に向けた関連施策を推進 

第１回 平成29年4月13日 
第２回 平成29年４月25日 
第３回 平成29年６月１日 
第４回 平成29年６月15日 

明治期の立憲政治の確立等に貢献した先人の業績等を次世代に
遺す取組について（報告書）（平成29年6月15日） 

第１回～第９回 平成28年11月４日～平成30年４月27日 

「明治150年」関連施策の検討について依頼 

 
「明治150年」関連施策の中間とりまとめ 

「明治150年」関連施策として行う 
明治記念大磯邸園（仮称）の設置に関する閣議決定 〔平成29年11月21日〕 

施策推進の基本的な考え方、施策の方向性 



2018年（平成30年）は、明治改元から満150年 
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参考：太陽暦（新暦）の導入 
 

明治5年（1872年）に改暦。 
太陰暦から太陽暦に改め、
明治5年12月3日を、 
明治6年1月1日とした。 

1868年9月3日（慶応4年7月17日）、 「江戸ヲ称シテ東京ト為スノ詔書」が発せられ、 「江戸」 
を「東京」に改称。 

同年10月23日（慶応4年9月8日）、「明治改元の詔」が発せられ、慶応4年を明治元年とした。 

え ど を し ょ う し て と う き ょ う と な す の し ょ う し ょ 

みことのり 



立憲政治の確立 –明治期の近代化を象徴する出来事- 
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明治憲法の制定（明治22年（1889））や国会の開設（明治23年（1890））など、立憲政治の確立
は、明治期の近代化を象徴する出来事。 

憲法発布式の様子 
（明治廿ニ年ニ月十一日 新皇居正殿於テ帝国憲法発布式 
 之図、歌川延一［画］） 
 

出典：早稲田大学図書館 http://www.wul.waseda.ac.jp/kosho/chi05/chi05_3940/ 

明治憲法（大日本帝国憲法） 
  

出典：国立公文書館デジタルアーカイブ https://www.digital.archives.go.jp/ 



「明治１５０年」関連施策の基本的な考え方 
平成28年11月、政府は「明治150年」関連施策各府省庁連絡会議を設置。 
同年12月、施策推進の基本的な考え方、施策の方向性がとりまとめられた。 
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 「人物」と、その者が使用していた「場」の双方を組み合わせることで、より効果的な取組とすることが可能で 
 あり、双方を重視した取組を検討すべき。 

複数の人物の建物などが存在し、一体的・有機的な取組が可能な場 

検討の視点 立憲政治の確立に貢献した先人の業績等を後世に遺す取組の着目点 

重視すべき場 

取組を進めるべき具体的な「場」 
立憲政治の確立に貢献した先人との関わりでは、 
「大磯地区」が注目に値し、モデルを提示しうる場所 

〇 伊藤博文は、明治憲法の起草など、我が国の立憲政治の確立に最も活躍した人物の一人 であり、 
  大磯に「滄浪閣」という本邸を構えていた。 
〇 滄浪閣の隣は、旧西園寺公望邸跡であり、近くには旧陸奥宗光邸、旧大隈重信邸が当時の姿を留め 
    ており、これら立憲政治の確立に重要な役割を果たした先人の建物が集中して残っていることは希有。 
〇 国や地方公共団体等が適切な役割分担の下で、緊密に連携し、立憲政治に想いを馳せる契機を誘う 

    佇まいを一体的な空間として後世に伝えていくことが求められる。 

 那須：華族農場   大磯：歴代首相や政治家の建物群 
 葉山：宮中関係者の別邸群  函館：函館西部地区の町並み 
 日光：外国大使館の別荘群 

複数の人物の建物等が
まとまって存在している
場所の例 

 国立公文書館､憲政記念館､国立歴史民俗博物館､ 
 山口県文書館､高知市立自由民権記念館 

 岩倉具視幽棲旧宅､大隈重信記念館､ 
 原敬記念館､鹿児島市維新ふるさと館 

い わ く ら と も み ゆ う せ い 

平成29年6月、「明治期の立憲政治の確立等に貢献した先人の業績等を次世代に遺す取組に関
する検討会」が報告書をとりまとめ、取組を進めるべき場として「大磯地区」を選定。 

「歴史的資料」に着目した取組例 「人物」に着目した取組例 

有識者検討会による「人物」と「場」の選定 
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大磯地区における建物群 

6 



滄浪閣周辺の建物群 
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大磯地区にゆかりのある人物 
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国における「明治１５０年」関連施策（概要） 
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明治150年関連施策の検討状況 
（平成30年3月31日現在） 

 
国（府省庁）   １５８件 
 

地方公共団体 ２, ９０６件 
※予定・検討中の施策を含む 

 
 

出典：第９回「明治１５０年」関連施策各府省庁連絡会議資料（平成３０年４月２７日） 

「明治１５０年」関連施策の施策群 
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「明治１５０年」関連施策として行う明治記念大磯邸園（仮称）の設置について 
 

 平成２９年１１月２１日 閣議決定 

 

 「明治１５０年」関連施策の一環として、国は、地方公共団体との連携の下、神奈川
県中郡大磯町の一部の区域に、明治記念大磯邸園（仮称）を設置する。 
 また、明治元年から起算して満１５０年に当たる平成３０年１０月を目途に、一部の
建物を含む区域の公開を目指すものとする。 

旧伊藤博文邸（大磯町提供） 

こゆるぎの浜 

旧大隈重信邸 

明治記念大磯邸園（仮称）の設置に関する閣議決定 
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